

























l. M 上の正値coo級関数fが存在して， g=f切はM 上のケーラー計量と
なる．
2. gのスカラー曲率Sgは定数である．
















定義 2.1.X C <C戸を複素部分多様体とする.U(N + 1)のコンパクト部分リー
群Kの複素化G= Kc c GL(N + l;<C)がXに作用しているとする.pEXに








定理 2.2(Kempf-Ness). X今c戸を複素部分多様体とする.U(N + 1)のコン
パクト部分リー群Kの複素化G= Kc c GL(N + l;<C)がXに作用していると
するさらに， Kの(X,し＊咋s)への作用はハミルトン作用であるとする． （モー
メント写像を μ:M→£*とする．）このとき，




害が存在する： gp Cg, £p C£ をpのstabilizerのリ一環とする．
1. G-pnμ ―1(0) =I 0⇒ gp =£p① 《可£p
2. G-pnμ ―1(0) =I 0⇒ F三 0,ここで
F: 9p→ <C, F(A) := -✓ 可Ttace(μ(p)A)














:T:={J:M上の複素構造IG-不変， w(J・，J・） = w(・, -)} 
にはG同変ハミルトン微分同相群Ham0(M,w)が作用する.J E Jに対し， G不
変なケーラー計量gパ・，・):= w(-, J・）が定まるまた， JE Jにおける「接空間」
TJJは
{j E「(EndTM)I jJ + Jj = O,w(j., .) +w(-, j.) = O} 
の部分空間であるとしてよいそこで，正値関数fE C00(M)で， wに関する fの
ハミルトンベクトル場X1がGのリ一環gに属するもの（このときfをキリング
ポテンシャルとよぶ）を 1つとり固定するこのとき，
1 切，1-2m(ぷ，み）：= 2 J tr(J鱈）j1-2m_ Wm 
M m! 
はJ上のシンプレクティック形式を定める
定理 3.1([2]). Ham0(M, w)の(:T,切，l-2m)への作用はハミルトン作用であり，
J→ 〈s幻― CJ,-1-2m,・ 〉f,-1-2m
がモーメント写像であるここで，
幻＝靡い〉f,-1-2m:= L匹f―1-2m~, <p, 心E(C00(M))° 
であり，






Fut1(H) :=〈SgJ,f- Cj,-1-2m, h〉J,-1-2m, h : Hのハミルトン関数
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定理 3.2([8, 9]). Ham0(M, w)の(:T,切，a)への作用はハミルトン作用であり，
J→ 〈SJ,f,a,b-CJ,a,b, ・ 〉f,b
がモーメント写像であるここで，
であり，
SJ,f,a,b := r-b-2{f2s9J + 2aj△, Jf -a(a - l)ldfl~J (3.1) 





Futf,a,b(H) :=〈SJ,J,a,b-CJ,a,b, h〉J,b, h: Hのハミルトン関数 (3.2) 












と， a(2)= -3, b(2) = -5となる関数a(m),b(m)に対して SJ,t,a(m),b(m)が一定と
なるものを考える意味はある












全く同様に，次が成り立つことがわかる．まず， M 上の正値関数hE C00(M) 




訊，.(J,h),~L 面(L 炉+1~) 声
定理 4.1([7]). 1. 固定された Jに対して， hがEHa,b(J,・)の臨界点であるた
めの必要十分条件はSJ,h,a,bが定数であることである．
2. fがキリングポテンシャルであるとき， EHゅ(J,f)はJE .:Jによらず一定
である．










41r fJ△ fK,a 
(m!)よ(1△fい）三 (4.2) 
となることが分かる (cf.[2] or [5].)特に， m=2のとき，
EH ,,(a., b, c)'~Sn'(1• (aμ,+: 即 +c)'da)'
J f _ , 1~, _¥,1 dμ 
△ 
(4.3) 
の臨界点 (a,b,c)EPJ;.2を求めれば， (a,b, c)に関する cKEM-二木不変量は消え
る （もちろん，蹄界点以外の (a,b,c)についてはcKEM計量は存在しない）
cP2,cp1 x cP1, c戸の 1点ブローアップについての計算結果は以下のとおり
である：
•M=C戸：この場合は，定数倍と平行移動を除いて，△は 3点 (0,0), (1, 0), (0, 1) 
の凸包である. EH: P'f,2/恥→ 股の臨界点は [(O,0, 1)]のみである． これは
Fubini-Study計量に対応しており，この他にはr2_不変な cKEM計量は存在し
ない





[(0,0,1)], [(士1,0,H✓iS 干 p))l 
を持つ.[(0,0,1)]は定曲率計量の直禎計量，残りの 2つの臨界点はLeBrunによ







































g = drJ o (<PRid) + rJRrJ 
により与えられるここで，キリングポテンシャルfが与えられたとするこのと
き， S(L*)上に新たに佐々木構造（が，豆炉，gりが与えられる ([1]ではCR-twist
と呼ばれ，また， Boyer-Galickiの本[4]ではdeformationof type Iと呼ばれる．）
ここで， 
が＝（デf)―IT/,が=(1r*f)~+(ふ）ho! ((to! : 水平リフト），炉＝炉如(e。が），
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